
 

１ 学校教育目標達成への方策について 

  （１） 本校の教育目標 

   校  訓           目指す子ども像              学 年 訓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２） 経営方針 

   ア  児童一人一人のよさを伸ばしながら，知・徳・体の調和のとれた人間形成を目指す。 

     イ  社会に開かれた教育課程の実現に向けて，学校が地域・家庭とともにグランドデザインを 

     策定し，連携してその実現に努める。 

     ウ 家庭や地域への情報発信及び連携を積極的に進め，開かれた学校づくりに努める。 

  （３） 本年度の重点努力目標 

    「ひと手間」かけた，こだわりの指導 

  ①  児童の「資質・能力」の育成に資する授業実践に努める。 

  ②  特別支援教育について積極的に学び実践力を高めるように努める。 

  ③ 目の前の取組の価値を児童が理解し実感できるような指導に努める。 

  ④ 当たり前にやれることを徹底して指導するように努める。 

ア 確かな学びの充実   

・児童一人一人を丁寧に見取り，理解の状況や習熟の程度に応じたきめ細かな指導を行う。 

・カリキュラム・マネジメントに積極的に取り組み，児童の資質・能力の向上を目指す。 

・アクティブ・ラーニングを意図的・計画的に取り入れ，主体的・対話的で深い学びを目指す。 

・スタートカリキュラムを充実させる等，幼保小中の円滑な接続に努める。 

イ 豊かな心の育成 

・全ての教育活動において人権教育を推進し，命を尊び，思いやりの心を育成する。 

・道徳の時間を中心に，学校教育全体の場で心の教育の充実に努める。 

・児童の小さなサインを見逃さず，いじめや不登校の未然防止に努める。 

ウ 健やかな体の育成 

        ・教科体育の充実と全校一斉による継続的な運動機会を設定し，体力づくりを進める。 

       ・家庭との連携を意識した食育や保健指導等を展開し，規則正しい生活習慣の徹底を図る。 

       ・各種防災訓練や学級活動を通して，自分の命は自分で守る防災意識を高める。 

エ 生徒指導の徹底 

・学校生活全体を通して３つの「あ」の励行を図り，互いに  

認め合い，心豊かに生活できる児童を育てる。 

・全教職員で学校全体の生活を揃える指導に取り組み，時間 

 ・マナー・きまりを意識した生活ができる児童を育てる。 

・細かな指導を見逃さず，指導の積み重ねを大切にする。 

オ 学校環境の整備 

     ・安全で安心感のある学校環境整備に努める。→「日常点検の重視」 

・統一感のある機能的な学校環境整備に努める。→「使いやすく美しい環境づくり」 

・潤いと工夫に満ちた教室環境整備に努める。→「学習や生活とのリンク」 

 ３つの「あ」 

「あいさつ」ができる 

「あつまり」の約束が守れる 

「ありがとう」が言える 

正しく 

強 く 

明るく 

・深く考え正しい判断のできる子 

・知性豊かで意欲的に学び続ける子 

・場をわきまえた礼儀正しい態度がとれる子 

・心身ともに健康でたくましい子 

・粘り強く最後までがんばる子 

・進んで行動する実践力のある子 

・友達となかよく生活できる子 

・思いやりの心をもち助け合える子 

・元気な挨拶ができる子 

１年 なかよくする子 

２年 力を合わせる子 

３年 がんばる子 

４年 よく考えて 

行動する子 

５年 責任をもって 

行動する子 

６年 自律心の 

もてる子 

平成２９年度  学校教育の計画及び実践の概要 


